
「次世代によりよい世界を」残すため

クライメートテックで脱炭素社会を実現

CO2排出量見える化・削減・報告クラウドサービス

「アスゼロ」& SXコンサルを通して、脱炭素の

ワンストップソリューションを提供

2050年のカーボンニュートラル実現に向けて、今、世界中で

脱炭素への取り組みが進んでいます。

しかし、日本の企業の8割はまだ、自社のCO2排出量を

把握できていません。

当社は、企業・自治体へのサステナビリティ経営を推進するため、

「CO2クラウド+脱炭素のワンストップソリューション」の提供を通じて、

気候変動問題の解決に貢献します。

「次世代によりよい世界を」のミッション達成を目指し、日本のみならず、

シンガポールをはじめとするアジアのカーボンニュートラル実現にも挑戦していきます。

アスエネ株式会社 Co-Founder＆代表取締役CEO

西和⽥ 浩平
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カーボンニュートラルへの挑戦を通じて環境への貢献と自社の成長を実現

・CO2排出量見える化・削減・報告クラウドサービス「アスゼロ」とSXコンサルティングを通じて、企業・自治体の脱炭素経営を支援。

宮崎県新富町のこゆ財団と業務提携し、農家5軒のCO2排出量の見える化・削減プランの策定、脱炭素ソリューションの検証実施

鹿児島銀行、佐賀銀行などの地域金融機関と業務提携し、地域企業の脱炭素化を支援。

・脱炭素経営、気候変動、IPCC関連など最新の国際動向の共有・勉強会などを、メディアやお客さま向けに月2回開催。

・社内で四半期単位のサステナブルKPIを掲げ、気候変動抑制のための取り組みを各個人でも実⾏。

・CDP気候変動パートナーとしての知見を生かし、企業のESG経営を推進する新規事業の立ち上げ。
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